
図表は原則、１頁１点作成する。	


表は、表番号とともに、表のタイトルをつける。 
なお、表のタイトルは、表の上に左寄せ	


表には、簡単な説明をつける（表の下に左寄せ）。 
例のように、複数の検定を行っている場合は、それ
ぞれの検定法を記載することが望ましい。	


P は大文字、イタリック体。 

表中は原則、
網掛けしない。	


表に注釈を入れる場
合の記号は、原則 
a), b), c) …を使用。	




A	
 B	


図１	


図の番号は、右上隅に記載する。	

図の各パネルの名前は、Ａ、 Ｂ、 Ｃ、・・・を原則
とする。説明は引用文献の後の「Figure legends」
に記載する。	


グラフの軸タイトル、軸目盛の数値、図中の文字の
フォントはゴシック体とする。	


検定結果を記載する際は、P (大文字、イタリック体）値を直
接記載してもよい。 
例のように、必ずしも記号（*）と P 値を併用する必要はない。 



図２	


***	


(	
  	
  	
  	
  	
  )	
 (	
  	
  	
  	
  	
  )	
 (	
  	
  	
  	
  	
  )	
 (	
  	
  	
  	
  	
  )	
 (	
  	
  	
  	
  	
  )	
 (	
  	
  	
  	
  	
  )	
 (	
  	
  	
  	
  	
  )	


例数 n は (  ) 内に記載する	


図中では、P は記号（*）で代用できる。 
ただし、*はP < 0.05、**はP < 0.01、***はP < 0.001を意味する。 


